
日医発第 1342 号（技術） 
令 和 8 年 1 0 月 ６ 日 

 
都道府県医師会担当理事 殿  
 

公益社団法人日本医師会  
常任理事 加藤 豊  
（公  印  省  略）  

 
 

令和８年度臓器移植普及推進月間及び臓器移植推進国民大会  
の実施について  

 
 

平素より、本会会務にご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。  
臓器移植は、臓器の機能が著しく低下し、移植によってのみ、その回復が

見込まれる人に対して行う医療で、臓器提供者はもとより、広く社会の理解

と支援があって成り立つ医療です。日本では、現在移植を希望されている方

はおよそ 17,000 名ですが、一年間に臓器を提供される方は約 170 名、移植を

受けることができる方はわずか 600 名と諸外国に比べ非常に少ない状況です。 
臓器移植の一層の定着及び推進を図るためには、より多くの方々に臓器移

植に対する理解を深め、臓器提供に関する意思表示をしていただくことが極

めて重要です。そこで毎年 10 月を「臓器移植普及推進月間」として、広く国

民に対する普及啓発を行うこととしております。  
今般、令和８年度臓器移植普及推進月間（ 10 月 1 日～同月 31 日）及び第

27 回臓器移植推進国民大会（ 10 月 18 日（日）、新潟県）※について、別添の

とおり実施することとなり、厚生労働省より本会に対し周知方依頼がありま

した。  
 

※大会特設サイト：  
https : / /www.pre f .n i i ga ta . lg . jp /se c /kenko/zouki ishoku080910.h tml  

 

※大会チラシ：  
https : / /www.pre f .n i i ga ta . lg . jp /uploaded / l i fe /853742_2772089_m isc .pdf  

 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただきます

とともに、貴会管内の関係各所にご周知くださいますよう、よろしくお願い

申し上げます。  

事務局長会計理事庶務理事副 会 長会 長

受 付担 当課 長 課長代理次 長 係 長R8.10.6

1691

https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kenko/zoukiishoku080910.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/life/853742_2772089_misc.pdf






 

厚生労働省発健生 0908 第７ 号     

令 和  ８ 年  ９ 月  ８ 日 

 

 

 公益社団法人日本医師会 会長 殿 

 

 

                      厚 生 労 働 事 務 次 官  

                    （ 公 印 省 略 ）  

 

 

令和８ 年度臓器移植普及推進月間及び臓器移植推進国民大会 

の 実施に つい て  

 

標記に つい て 、 別添１ 「 臓器移植普及推進月間実施要綱」 及び別添２ 「 臓器

移植推進国民大会概要」 に よ り 実施する こ と と な り ま し た の で 、 格段の 御配意

を お願い い た し ま す。  

な お、 こ の 月間及び国民大会に 対し 、 地方に おけ る 貴下関係機関の 御協力が

得ら れ ま すよ う 、 特段の 御配意を 併せて お願い 申し 上げ ま す。  

 

 

 

 

  

 

 



 

                

 

令和８年度臓器移植普及推進月間実施要綱 

 

 

１ 趣 旨 

臓器移植は、臓器の機能が著しく低下し、移植によってのみ、その回復が見

込まれる人に対して行う医療で、臓器提供者はもとより、広く社会の理解と支

援があって成り立つ医療である。このような移植医療の適正な実施に資するこ

とを目的として、「臓器の移植に関する法律」が平成９年 10 月に施行されて

以来、脳死下及び心臓が停止した死後における臓器移植が逐次行われ、一定の

実績を積み重ねてきているが、平成 22 年の改正法施行後においても臓器提供

事例は、顕著な増加を示していない。 

今後、臓器移植の一層の定着及び推進を図るためには、より多くの方々に臓

器移植に対する理解を深め、臓器提供に関する意思表示をしていただくことが

極めて重要であることから、「臓器移植普及推進月間」を設け、広く国民に対

して、普及啓発を行うものとする。 

 

 

２ 主 催 

    厚生労働省、各都道府県、（公社）日本医師会、（公社）日本臓器移植ネッ

 トワーク、（公財）日本腎臓財団、（公社）日本透析医会 

 

 

３ 後 援 

    文部科学省、日本放送協会、（一社）日本民間放送連盟、（一社）日本新聞

協会、（公社）ＡＣジャパン、（公財）健康・体力づくり事業財団、（公社）

日本看護協会、（一社）全国腎臓病協議会、（一社）日本腎臓学会、（一社）

日本透析医学会、（一社）日本移植学会、（公財）日本アイバンク協会、 

ＮＰＯ法人日本移植者協議会、（一社）中部日本臓器提供支援協会 

 

 

４ 実施期間 

    令和８年 10 月１日（木）から同月 31 日（土）まで 

 



５ 重点目標 

 （１）臓器不全の根治療法である臓器移植について、理解を深めていただくと

   ともに、できるだけ多くの人々が臓器提供に関する意思表示を行っていた

   だくよう広く国民に呼びかける。 

  （２）国民への啓発とあわせて、各地域においては、関係機関の協力により臓

   器移植体制の整備・強化を図る。 

  （３）健全な日常生活を営むために疾病予防の重要性を国民に認識してもら

う。 

    

 

６ 推進月間の標語 

  「いのちへの優しさとおもいやり」 

  上記の他、関係団体において適宜定めるものとする。 

  通知文書・ポスター・チラシ等に本標語を記載する、テレビ・ラジオ等にて

呼びかける際に本標語と併せて告知するなどの活用を推奨する。 

 

 

７ 実施行事等（予定） 

 （１）臓器移植普及推進月間の周知 

臓器移植普及推進月間を国民一般に周知させるため、ポスター・パンフ

レット等を作成し、関係団体などに配布する。 

 （２）大会の開催等 

   ア．臓器移植を推進するための全国民に向けた大会を開催する。 

     臓器移植推進国民大会（令和８年 10 月 18 日（日）新潟県） 

   イ．各地域において、月間の趣旨に沿った集会、講演会などを実施する。 

（３）報道機関との連携 

    インターネット、ラジオ、新聞等報道機関の協力を得るとともに、都道

   府県広報紙、関係団体の機関紙の活用を図り、臓器移植推進に関する広報

   を実施する。 



第 27 回 臓器移植推進国民大会概要 

 

１．目 的 

 臓器移植についての理解を深めるとともに、臓器移植に関する意思表示をし

ていただくよう呼びかけること等により、我が国における臓器移植の一層の定

着推進を図る。 

 

２．主催 

 厚生労働省、新潟県、（公社）日本臓器移植ネットワーク、（公財）日本腎臓

財団、（公財）新潟県臓器移植推進財団 

 

３．後援 

 文部科学省、（公社）日本医師会、（公社）日本透析医会、日本放送協会、（一

社）日本民間放送連盟、（一社）日本新聞協会、（公社）AC ジャパン、（公財）

健康・体力づくり事業財団、（公社）日本看護協会、（一社）全国腎臓病協議会、

（一社）日本腎臓学会、（一社）日本透析医学会、（一社）日本移植学会、（公財）

日本アイバンク協会、NPO 法人日本移植者協議会、特定非営利活動法人腎臓サ

ポート協会、(一社)中部日本臓器提供支援協会 

 

４．期日・会場 

令和８年 10月 18 日（日） 

朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター（新潟市中央区万代島 6 番 1 号） 

 

５．大会内容 

・移植医療功労者および施設に対する感謝状贈呈、臓器提供をされた方に対す

る追悼 

・移植医療に関する一般向け講演 

・学生によるパフォーマンス 

・トークセッション 他 

 


